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１．はじめに
 気象庁では火山活動監視のため，GPSや傾斜計等を用いた地殻変動観測，プロトン磁力計によ
る全磁力繰り返し観測を実施している．これらデータから，マグマ供給等に関連した圧力源や熱
消磁域などの変動源を推定し，火山活動を総合的に評価するための判断材料を提供するパーソナ
ル・コンピュータ上で稼働する火山用地殻活動解析支援ソフトウェアMaGCAP-Vが開発され
（中禮ほか2002，福井ほか2005)，火山監視業務や研究に活用されている．
 MaGCAP-Vは地殻変動のみならず地磁気データも同時に取り扱え（このため「地殻活動」と
いう用語を用いている），観測データとモデル計算結果を相互に比較しながら解析することが可
能なソフトウェアとなっており，標高補正茂木モデル（福井ほか，2003)などによって簡略的に
地形の影響を考慮するとともに，有限要素法計算結果データベースを用いることによって構造や
地形の影響を考慮したモデル推定も可能となっている（福井ほか，2006）．
 今回新たに組み込んだ，光波測距データ解析機能，干渉SARデータ解析機能，地殻活動の時間
変化の様子を解析するための簡易版動的解析機能について紹介する．

２．光波測距データ解析機能
 光波測距データは器械点と反射点という2つの観測点のペア（基線）で観測量が定まるとい
う，他の観測種目にはない特徴があり，観測データファイル名およびデータファイル内に基線情
報を入れている．器械点は複数あっても良く，基線の表示，基線方向ベクトルの表示（断面図を
含む）が本解析機能特有の表示項目である．観測値の時系列，分布図表示（ベクトル，観測点へ
の色付き記号，上下バー，コンター，カラーマップ），グリッドサーチ，逆解析による標高を加
味した茂木モデル，断層運動，ダイクモデルのパラメータ推定，モデル計算値の分布図表示，異
なる観測種目を組み合わせたモデル推定など，他の観測種目と同様の機能が利用可能である．ま
た，光波測距データと比較可能とするためGPSデータ解析機能に指定基準点からの基線方向成分
を表示する機能を追加した．

３．干渉SARデータ解析機能
 干渉SARデータは衛星情報や撮像情報などを含むヘッダーファイルとアンラッピング処理を施
したジオコードグリッドデータファイルのペアで構成されている．本解析機能特有の機能とし
て，リサンプリング，クリッピングを行い表示や解析に使用するデータを生成するリサンプリン
グ機能を設けた（リサンプリングなしも選択可能）．また，モデル推定を行う際には，リサンプ
リングデータからさらにデータを切り出したり，個別にモデル推定に用いるデータを取捨選択し



たりすることが可能となっている．カラーマップ表示では干渉SARデータに対し良く利用されて
いる半波長毎（あるいは任意波長毎や変動量毎）に繰り返すスペクトルカラー表現も利用可能で
ある．光波測距と同様に干渉SARデータに対してもGPSデータ解析機能に衛星方向成分を表示す
る機能を追加した．

４．簡易版動的解析機能
 解析期間列を作成した後，1番目の期間について手動でモデル推定，観測値，計算値の分布図
作成を行い，2番目以降については同じ解析，描画パラメータを用いて，自動的にモデル推定，
分布図の画像ファイル生成，モデルパラメータファイル出力などを行う．生成された分布図はア
ニメーション表示できるようにしている．

５．今後の改良予定
 今後も，繰り返し重力観測データ解析機能，歪データ解析機能の組み込み，楕円体圧力源モデ
ル（坂井ほか，2008）の組み込み，マルチスレッドCPUへの対応や描画方法の見直しなどによ
る動作の高速化などを進めていく予定である．
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